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17 家具

家具職人たちが日本の伝統的技術に挑む
日本の家具は、床に直接座ることを生活の基本とした収納のための家具作りから始ま

りました。現在我が国では、椅子・テーブル・チェスト類の西洋家具と日本の伝統的な技

術を取り入れた和家貝に分類され、時代のニーズに合った木製製品を製作しています。

競技概要

第30回 競技課題

材料は木の温もりのある無垢材を使い、課題は天板、帆立、框

扉、抽斗で構成されています。天板と帆立の仕口には指物の要

素を入れた「前後留7枚蟻組接ぎ」、帆立と中地板の仕口には

「剣留、二枚枘と片胴付き」、帆立と地板の仕口には「三方胴付
き」、抽斗には「包蟻5枚組接ぎ」と「三枚組接ぎ」、扉框には加工

精度が求められる「小根付き二方胴付き枘組」をそれぞれ要素
として入れてみました。また、本体見付面には蛇腹面を施し、見

た目以上（実寸法以上）の重量感を持たせています。

げんのう
平らな面でのみやクギを打つ道具

のこぎり
木材を切るための道具

18 建具

幅広く奥深い「建具の技能」
建具とは、窓・出入ロ・間仕切りなどに取り付ける戸・襖・障子な

どの総称です。建物の外部に使われるものと、内部に使われる

もの2種類に分かれ、外部の建具は建物への出入口はもちろん

建物を風雨から守り外観を整える役割もします。 内部の建具

は、 室内ドアや、和室の障子や襖、クローゼットの扉など開閉し

たり間仕切りとして使用されたリしています。湿度調整機能をも

つ木製建具は「人にやさしい」と喜ばれています。建具技能者の

高度な技術と数々の道具で作り出す建具は時代に合わせ、種類

やデザインも豊富になリました。

競技概要 競技時間12時間（1日目7時間／2日目５時間）

第30回 競技課題競技時間や注意事項及び仕様、支給材料に従って課題図に示す

2枚屏風を製作します。

「ひたむきに、そしてひたすらに。新たな木工技能の高

みを目指して頂点を目指す！」今回は競技者全員が同じ

課題を製作するグランプリで製作難度はとても高い課

題です。伝統的な製作技法を取り入れて加工精度のス

キルが求められる作品となります。

本体、框扉、抽斗のうちどの部分から手掛け、どのよう

な手順で製作するかが競技のポイントになります。ま

た、作品の表面を平鉋や外内丸鉋で仕上げる醍醐味が

あります。機械加工については使用制限が設けられ全

選手が交代で使用するので、作業工程の進め方が重要

になります。

かんな
材木の表面を削って
なめらかにする道具

のこぎり
木材を切るための道具

のみ
木材に穴を掘る道具

技能検定職種名（作業名）　家具製作（家具手加工作業） 技能検定職種名（作業名）　建具製作（木製建具手加工作業）

競技時間 11時間30分（1日目7時間／2日目4時間30分）
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